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遺跡の現地説明会を開催します 
－唐桑半島で営まれた縄文時代と平安時代の集落跡－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

【現地説明会の概要】 

●日  時 平成 28 年１０月３０日（日）午後２時から３時 

●場  所 台の下遺跡（気仙沼市唐桑町台の下）※小雨決行 

●説明内容 (1) 台の下遺跡の概要 

 (2) 発見された縄文時代後期の土坑群，埋設土器，土器・石器捨て場等の

遺構の説明 

 (3) 発見された古代の竪穴住居跡等の遺構の説明 

 (4) 出土品の説明・展示 

 

※説明会前の事前取材対応として，現地にて，10 月 25 日（火）午前 10 時から正午まで，出

土品の説明・展示も行います。 

 

【問い合わせ先】 

生涯学習課 文化振興係 （0226-22-3442 担当：幡野） 

台の下遺跡調査現場事務所（080-8200-1932 担当：平木場） 

 

■市教育委員会では，以下のとおり気仙沼市唐桑町台の下『台の下遺跡』で現地説明会

を開催します。 

 

■台の下遺跡は，縄文時代後期と古代の遺構・遺物が存在する複合遺跡であり，異なる

時期の遺構遺物が同時に見学できます。 

 

■特に注目される成果は，過去の調査成果と合わせることで，台の下遺跡における縄文

時代の集落の全体像が明らかになったことです。古代のカマドや鍛冶炉を伴った竪穴

住居跡の発見です。住居内からは，気仙沼でこれまで類例の少なかった支脚が出土す

るなどの成果が得られています。遺物では，縄文土器，石
せ き

鏃
ぞ く

，磨
す り

石
い し

，凹み石
く ぼ み い し

，古代の須恵器
す え き

や土師器
は じ き

，フイゴの羽
は

口
ぐ ち

，鉄
て っ

滓
さ い

，砥石
と い し

などが発見されています。 

 

■現地説明会では，市民の皆様などに，出土品を展示しながら，遺跡の概要を含め説明

いたします。多数のご参加をお待ちしております。 

記者発表資料 

平成２８年１０月２１日（金） 

生涯学習課（文化振興係） 

担当：幡野（内線１２３） 



埋められた縄文土器

縄文土器や石器の捨て場
気仙沼市観光キャラクター
「海の子ホヤぼーや」
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